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こ
の

広
報

紙
は

、
市

公
式

サ
イ

ト
で

公
開

し
て

い
ま

す
。

音
訳

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

「
オ

ル
ゴ

ー
ル

」
の

協
力

で
、

広
報

紙
を

音
訳

し
て

C
D

や
カ

セ
ッ

ト
テ

ー
プ

に
録

音
し

た
「

声
の

広
報

」
も

発
行

し
て

い
ま

す
。

詳
し

く
は
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企

画
課
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ま
で

。
広
報
や
な
が
わ 久き

ゅ
う
ま間

が
ゆ
く
No.12

株
式
会
社
乗
富
鉄
工
所

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
企
業

支
援
相
談
員
の
久
間
で
す
。
今
回

紹
介
す
る
企
業
は
、
株
式
会
社
乗

富
鉄
工
所
で
す
。

　

こ
の
会
社
は
、
本
社
工
場
を
三

橋
町
柳
河
に
構
え
、
宮
永
工
場
の

他
、
佐
賀
市
諸
富
町
に
営
業
所
と

佐
賀
工
場
が
あ
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
内
容
は
、
河
川
の
水

門
や
排
水
機
場
な
ど
の
水
利
施
設

機
械
や
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
ご
み
処
理
施
設
な
ど
大
型

の
産
業
機
械
、
食
品
製
造
工
場
な

ど
で
使
う
圧
力
容
器
や
タ
ン
ク
と

い
っ
た
製
缶
品
の
製
作
や
据
え
付

け
工
事
、
保
守
管
理
で
す
。

　

乘
冨
銀
藏
社
長
は
「
わ
が
社
は

製
缶
と
溶
接
が
得
意
。
河
川
で
使

う
水
門
や
農
業
施
設
プ
ラ
ン
ト
な

ど
、
加
工
に
技
術
を
要
す
る
、
重

厚
長
大
な
製
品
を
た
く
さ
ん
手
掛

け
て
き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
」
と

胸
を
張
り
ま
す
。
昭
和
40
年
代
か

ら
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と

呼
ば
れ
る
農
業
用
施
設
プ
ラ
ン
ト

内
の
サ
イ
ロ
や
乾
燥
機
な
ど
の
製

作
、
設
置
に
携
わ
り
、
そ
の
数
は
30

か
所
以
上
。「
県
内
は
も
ち
ろ
ん
関

東
や
東
北
の
各
県
、
海
外
で
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
ま
で
設
置
し
に
行
き
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２

年
の
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

に
も
携
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
、

乘
冨
社
長
の
父
が
乗
富
製
缶
工
場

を
創
業
。
佐
賀
市
諸
富
町
の
大
手

食
品
会
社
の
工
場
内
で
、ボ
イ
ラ
ー

や
配
管
の
製
造
や
保
守
を
中
心
に

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。「
父
は
、

戦
前
か
ら
製
缶
加
工
の
会
社
に
勤

め
て
い
た
の
で
す
が
、
加
工
の
腕

前
は
社
内
で
も
一
目
置
か
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
戦
後
、
自
分
の
城

を
持
と
う
と
一
念
発
起
し
て
、
会

社
を
立
ち
上
げ
た
ん
で
す
よ
」
と

乘
冨
社
長
。
そ
の
後
、昭
和
27
年
に
、

佐
賀
か
ら
本
社
が
あ
る
現
在
の
場

所
に
会
社
を
移
し
、
事
業
を
拡
大

し
な
が
ら
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
製
缶
の
技
術
を
生
か

し
て
、
環
境
に
優
し
い
製
品
作
り

に
重
点
を
置
き
た
い
と
い
う
乘
冨

社
長
。「
新
し
い
自
社
製
品
を
創

り
た
い
。
そ
の
た
め
、
研
究
開
発

が
で
き
る
社
員
の
育
成
に
力
を
入

れ
た
い
で
す
ね
」
と
語
り
ま
し
た
。

～
久
間
の
ひ
と
こ
と
～

　

こ
の
会
社
は
、
毎
年
夏
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
る
「
柳
川
ソ
ー

ラ
ー
ボ
ー
ト
大
会
」
に
こ
れ
ま
で

５
度
も
出
場
さ
れ
て
い
ま
す
。
モ

ノ
づ
く
り
を
通
じ
て
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
、
と
い
う
乗
富
“
鉄
”

学
を
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
表

れ
だ
と
思
い
ま
す
。
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コ
ラ
ム
・
企
業
支
援
相
談
員
の
企
業
探
訪
記

【事業者情報】
● 本 社 所 在 地 ＝ 柳 河

934・4   ☎ 73・6177
●資本金＝ 3000 万円
● 売 上 高 ＝ 約 11 億

4000 万円（H27 年度）
●代表者＝乘冨銀藏
● 従業員＝ 75 人

～
水
門
か
ら
農
業
、
環
境
、
食
品
関
連
機
器
ま
で

技
術
を
生
か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
乗
富
“
鉄
”
学
～

【写真左上】本社社屋【写真左下】社員が部品を溶接する様子【写真右上】10m 以上ある河川用の水門。厚い鉄板
をゆがませないように製作するのが非常に難しいという【写真右下】出荷前の水門。塗装をして完成


